
第１５回 資源循環型施設建設候補地選定委員会 次第 

 

                     日 時：平成１８年 ８月３１日（木） 

                         午後７時００分から９時００分 

                     場 所：清浄園 ２階 会議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

   第１４回委員会の会議録について 

 

 

４ 議題 

 （１）候補地の検討について・・・・・・・・・・・・・（資料１） 

 

 

 （２）候補地周辺住民への報告について・・・・・・・・（資料２） 
 
 

 （３）今後の進め方について 
 

 

５ その他 

   次回委員会について ９月下旬もしくは１０月上旬・中旬（予定） 

 

 

６ 閉  会 
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 資 料 １ H18.8.31 
第１５回資源循環型施設建設候補地選定委員会 

１ 候補地の検討について 

 

○前回（第１４回委員会）での意見のまとめ 

（全体的な意見） 

・追加項目については、点数化して順位付けするようなことはしないで、ランク付けまで

とし、参考項目としたい。 
・経済的な面は、大事なことではあるが、現時点ではこだわらなくてもよいのではないか。 
・１０候補地の優先項目の順位付けは、点数だけが一人歩きする心配があるので、これか

らの検討は横一線である。 
・候補地の中には、民間企業が既に開発しているところもあるので候補地としてどうかと

考える。 
・傾斜地で、緑が茂っている場所があったが、そのようなところもどうかという印象があ

る。 
・候補地は、一長一短があるので個別具体的な状況を委員会で判断しながら絞り込むこと

としたい。 
・映像などで施設を紹介することも大切であると感じた。 
・子どもたちが施設見学できやすい場所を選定したい。 
・候補地を一箇所とする方法と、順位付けして政治的判断する余地を残す方法がある。 
・できれば山の中ではなく、市街地の森の中に地域住民が環境教育もできる施設を併設す

ることが理想である。 
 
○１０候補地ごとの意見 

候補地 評価が高いとする意見 課題・困難があるとする意見 
３ 
豊 殿 産

業団地 

・土地造成の状況、利水などを考える

と客観的に評価は高い。 
・省エネルギーの視点から見ると評価

が高い。 
・アクセス道路が整備されている。 
・豊殿地区は農作物、棚田など特色が

ありエコツーリズムなども考えら

れ、人が集まりやすい地域である。 

 

9-1 上川

原 工 業

団 地 及

び 周 辺

農地 

 ・平地としてあまり広く活用できない場

所である。 
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 資 料 １ H18.8.31 
第１５回資源循環型施設建設候補地選定委員会 

候補地 評価が高いとする意見 課題・困難があるとする意見 
11-1 
神 の 倉

工 業 団

地 

 ・工業団地一帯は干ばつ地帯であり井戸

水についても十分とはいえない可能

性がある。 
・水質に鉄分が多い。 
・ごみの収集車の通行を考えると標高が

高い分エネルギーを消費し、余計な負

担をかける場所である。 
・人の集まりやすい場所ではない。 
・収集車が実際に運搬するには、困難な

場所である。 
・余熱利用施設が考えにくい場所であ

る。 
15-1 
砂 原 峠

砂 原 池

隣 接 山

林 

 ・ごみの収集車の通行を考えると余計な

負担をかける場所である。 
・人の集まりやすい場所ではない。 
・山の中なので適地ではない。 

15-2 
砂 原 峠

旧 丸 子

町 側 山

林 

 ・ごみの収集車の通行を考えると余計な

負担をかける場所である。 
・人の集まりやすい場所ではない。 
・山の中なので適地ではない。 

16-1 
東 山 自

然 運 動

公 園 隣

接山林 

・バイオセンターと一体的な整備をす

れば良い場所となる。 
・客観的な評価が高かったわけだが、

実際に現地を見た中では有力な候

補地といえる。 
・既存の公共施設を含めて、公園など

の整備も可能ではないか。 
・学園都市、工業都市としての条件を

考えると良い場所といえる。 
・ プールがあるので年間を通じて余

熱利用ができるのではないか。 
 
 

・自然が豊かな場所、道路をつける必要

がある、大学周辺の道路が混み合うな

どを考えると難しい。 
・大学がある。 
・山の中なので適地ではない。 
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資 料 １ H18.8.31 
第１５回資源循環型施設建設候補地選定委員会 

候補地 評価が高いとする意見 課題・困難があるとする意見 
16-2 
東 山 マ

ル チ メ

デ ィ ア

情 報 セ

ン タ ー

隣 接 山

林 

・客観的な評価が高かったわけだが、

実際に現地を見た中では有力な候

補地といえる。 
・既存の公共施設を含めて、公園など

の整備も可能ではないか。 
・学園都市、工業都市としての条件を

考えると良い場所といえる。 

・山の中なので適地ではない。 

21 
川 西 地

区 泉 池

造 成 地

及 び 隣

接山林 

・地域の前向きな熱意や先進的な考え

は、評価される。 
・現地を見た中では一番良い場所であ

ると感じた。 

・住宅地が比較的近い。 
・病院を希望しているなどの意見も聞い

ているので難しいのではないか。 
・収集車の搬入経路が難しい場所であ

る。 

24-1 
清 浄 園

隣 接 農

地 

・アクアプラザ、ハウスなどに余熱利

用の可能性はある。 
・水害を受けやすい場所であるとの地域

情報は考慮すべき。 
・地形的に奥行きが不足しているので周

囲に公園を整備するのは困難。 
24-2 
上 田 ク

リ ー ン

セ ン タ

ー周辺 

・現在のクリーンセンター周辺にもう

少し用地を広げていけばできるの

ではないか。 

・地形的に奥行きが不足しているので周

囲に公園を整備するのは困難。 
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資源循環型施設資源循環型施設
建設候補地選定について建設候補地選定について

（統合ごみ処理施設及びリサイクルプラザ）（統合ごみ処理施設及びリサイクルプラザ）

上田地域広域連合

資源循環型施設建設候補地選定委員会

第１５回資源循環型施設建設候補地選定委員会

H18.8.31資　料　２

ごみ処理に関する上田地域広域連合の取り組みごみ処理に関する上田地域広域連合の取り組み

（ごみ処理
　広域化計画）

 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

ごみ減量施策 

・生ごみの堆肥化 
（家庭で出来るダンボール堆肥

化など） 
・事業者による剪定枝の堆肥化 
・事業系紙ごみの資源化推進 

分別・減量化施策 

資源循環型施設 

統合ごみ処理施設（１５０ｔ）

及びリサイクルプラザ 

最終処分 

資源化 

資源循環型施設

候補地選定委員

会（H17） 

資源循環型施設整

備 検 討 委 員 会

（H14～16） 

資源物 拠点回収 資源化 
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資源循環型施設建設候補地選定委員会資源循環型施設建設候補地選定委員会

設置
• 平成１７年５月２４日
• 住民参加による候補地選定を行う委員会とする。

構成
• 住民代表　　　８人
• 学識経験者　 ２人
• 議会代表　　 ５人

基本事項
• 統合ごみ処理施設建設候補地を選定する。
• 広域連合内に必要最小限の資源循環型施設は必要。
• 広く情報を公開し、住民の理解を得ていく。
• 過去の候補地選定については参考とするがこれにとらわれない。

建設候補地選定の考え方建設候補地選定の考え方
 

資 料 の 収 集 ・ 整 理  
 

建 設 エ リ ア の 評 価 ・ 選 定  
 

各 種 情 報 の 収 集 整 理  

建 設 除 外 地 域 の 抽 出  

候 補 地 の 評 価 ・ 選 定  

 

 

候 補 地 の 選 定 ・ 評 価  

候 補 エ リ ア の 選 定  

最 終 候 補 地 の 決 定  

候 補 エ リ ア か ら 候 補 地 の 抽 出  

委 
 
 
 

員 
 
 
 

会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
公
開 

（ 住 民 ）  （ 第 三 者 機 関 ）  

現 地 踏 査  

候 補 エ リ ア の 抽 出  

地 理 情 報 シ ス テ ム の 構 築  
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農業振興地域  

文化財包蔵地  

保安林  

自然公園

急傾斜地

建設除外地域

建設可能地域

候補エリア  

候補地  

最終候補地  

1 地理情報システムの構築

3 候補エリアの選定 

4 候補地の抽出

2 建設可能地域の抽出

5 最終候補地の選定 

候補地選定概念図 

調査項目と除外項目調査項目と除外項目
表１ 建設除外地域の抽出決定事項 

主題図区分 調査・整理項目 

地形 山地、丘陵地、台地・段丘、低地、 

標高 400m～600m、600m～800m、800m～1,000m、1,000m 以上 

地質 未固結堆積物、半固結堆積物、固結堆積物、火山性岩石、深成岩類、活断層位置 

都市計画 
都市計画区域、用途地域(工業系以外)、用途地域(工業系)、公園・緑地、その他

都市施設、伝統的建造物群保存地区 

農地 農業振興地域、農用地区域 

自然環境保全 
国立・国定自然公園区域、※３県自然環境保全地域、郷土環境保全地域、鳥獣保

護区、特別保護地区 

林地 国有林、民有林、保安林（土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保林） 

防災１ 河川、砂防指定地、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域 

防災２ 地すべり危険箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、土石流危険区域 

下水道 
公共下水道計画区域、特定環境保全公共下水道区域、農業集落排水区域、コミュ

ニティプラント事業区域、浄化槽設置整備事業区域 

文化財 史跡・名勝・天然記念物、埋蔵文化財 

上水 水源位置、水道水源保全地区 

道路網 主要道路 

鉄道網 圏域内鉄道路線 

公共施設等の分布 
学校、幼稚園、保育園、病院、老人保健福祉施設、レクリエーション施設、開発

予定区域、その他 

住宅地等 住宅地、※４主要道路・鉄道・河川に挟まれる狭小な区域 
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建設除外地域建設除外地域
重ね図重ね図

建設可能地域建設可能地域
とエリア図とエリア図
（２１エリア）（２１エリア）
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候補エリアの選定方針候補エリアの選定方針

第1次選定　

①　周辺環境への配慮
施設の建設による周辺環境への影響が少ないエリアを選定する。

②　地域特性
周辺住民が集い易く、楽しめるエリアを選定する。

③　収集運搬効率
主要道路（トンネルは除く）から１ｋｍ以内のエリアを選定する。

④　省エネルギー、クリーンエネルギー、資源循環
省エネルギーの視点で収集車の走行距離を出来るだけ少なくなる
ようなエリアを選定する。

⑤　防災
災害を受けにくいエリアを選定する。

⑥　土地利用
地形が比較的平坦なエリアを選定する。

建設可能地域と建設可能地域と
除外エリア図除外エリア図
（（2121→１４エリア）→１４エリア）
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建設可能区域抽出条件の設定建設可能区域抽出条件の設定

建設可能エリア（１４エリア）から建設可能区域を抽出する。

①　４０，０００㎡以上の区域

②　主要道路から５００ｍ以内の範囲に入る区域

③　民家や建物が密集していない区域

④　除外地域であるが検討可能な区域

　（埋蔵物文化財包蔵地、農用地区域、防災関係等）

建設可能区域建設可能区域
抽出図抽出図
（２４区域）（２４区域）
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建設可能建設可能
区域図区域図

（２４区域）（２４区域）

現地調査の実施現地調査の実施（建設可能区域の絞り込み）（建設可能区域の絞り込み）

○調査項目　

①　土地利用、地形（植生・建物の状況・平坦地・傾斜地等）

②　周辺の土地利用（構造物の分布状況）

③　アクセス道路の状況（幅員・建物の張り付き状況）

④　放流河川の状況（幅員・護岸・公共下水道等）

⑤　その他（特記事項）
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建設可能区域建設可能区域

絞込み図絞込み図
（１０区域）（１０区域）

建設候補地の抽出条件建設候補地の抽出条件

建設可能区域（１０区域）から建設候補地を抽出する。

①　面積は４０，０００㎡程度

②　比較的平坦な地形
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候補地の候補地の
抽出図抽出図
（１５箇所）（１５箇所）

候補地位置図（１５箇所拡大図）候補地位置図（１５箇所拡大図）
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建設候補地１建設候補地１55箇所一覧箇所一覧

豊殿産業団地用地上田市③

上川原工業団地用地及び周辺農地東御市⑨－1

上川原工業団地隣接農地東御市⑨－2

羽毛山工業団地東御市⑩

神の倉工業団地（２号区画の一部）上田市（旧丸子町）⑪－1

神の倉工業団地（１号区画）上田市（旧丸子町）⑪－2

藤原田地区山林上田市（旧丸子町）⑫

深山地区山林上田市（旧丸子町）⑭

砂原峠砂原池隣接地山林上田市⑮－1

砂原峠旧丸子町側山林上田市（旧丸子町）⑮－2

上田クリーンセンター周辺上田市24－2

清浄園隣接農地上田市24－1

川西地区泉池造成地及び隣接山林上田市21

東山地区マルチメディア情報センター隣接山
林

上田市⑯－2

東山地区自然運動公園隣接山林上田市⑯－1

説明所属市町村候補地番号

優先項目による候補地の評価優先項目による候補地の評価
①　生活・自然環境

　　　車両交通の影響・生物への影響・放流先の環境基準類型等

②　周辺環境
　周辺住宅の状況・公共施設の位置

③　都市基盤
　都市基盤整備状況（水道・下水道）

④　土地利用
　土地利用計画

⑤　土地取得
　周辺土地利用等への影響

⑥　危険災害
　後背流域面積・活断層

⑦　省エネルギー等
　総運搬距離（ごみ収集車）
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優先項目の評価ランク表優先項目の評価ランク表
評 価 ラ ン ク 

評価項目 
Ａ Ｂ Ｃ 

車両通行の影響 

交通量の増加割合が

１０％未満である 

交通量の増加割合が

１０％以上、２０％

未満である 

交通量の増加割合が

２０％以上である 

生物への影響 

天然記念物または絶

滅危惧種の生息地が

１km 以内にない 

天然記念物または絶

滅危惧種の生息地が

500ｍ以上、１km 未

満にある 

天然記念物または絶

滅危惧種の生息地が

500ｍ未満にある 

生活・自然

環境 

放流先の環境基準

類型・漁業権 

類型指定や漁業権が

ない 

類型指定または漁業

権がある 

類型指定と漁業権が

ある 

周辺住宅等状況 
半径 500m 以内に集

落がない 

半径 200m 以上 500m

以内に集落がある 

半径 200m 以内に集

落がある 
周辺環境 

公共施設の位置 
半径 500m 以内に公

共施設がない 

半径 500m 以内に公

共施設が１ヶ所ある

半径 500m 以内に公

共施設が複数ある 

都市基盤 

都市基盤整備状況

（道路、下水道、上

水道） 

候補地に隣接して下

水道、上水道がある

候補地に隣接して上

水道がある 

候補地に隣接して下

水道、上水道のいず

れもない 

土地利用 土地利用計画 

土地利用計画はない 使用目的が決められ

ているが、目的通り

の使用が成されてい

ない 

使用目的が決められ

ている 

土地取得 
周辺土地利用等へ

の影響 

未利用地の有効利用

や無秩序開発の抑制

効果等が大きい 

－ 未利用地の有効利用

や無秩序開発の抑制

効果等がない 

災害危険 流域面積の大きさ 
後背流域が無い 後背流域が 20ha 未

満である 

後背流域が 20ha 以

上である 

省エネル

ギー等 
総運搬距離 

総運搬距離が 20 万

km 未満である 

総運搬距離が 20 万

km 以上、25 万 km 未

満である 

総運搬距離が 25 万

km 以上である 

注：配点は、Ａ:1.0、Ｂ：0.5、Ｃ：0.25 とする。但し、ハッチがかかっている項目は、Ａ:2.0、Ｂ：1.0、

Ｃ：0.25 とする。 

候補地の評価候補地の評価

AABAABBCBBBBCCA総運搬距離

省エ
ネル
ギー
等

AAAAACCBBAACAAA流域面積の大きさ
災害
危険

CCAAAAACCAAACAA
周辺土地利用等への
影響

土地
取得

BCABBAACABBBCBB土地利用計画
土地
利用

AABBBCCBBBBBBBB都市基盤整備状況
都市
基盤

AABBBAAAAAAAAAA公共施設の位置

CCCAAAABCBACCBC周辺住宅等状況
周辺
環境

CCCAAAAAAAACCCC放流先の類型・権利

AAAAABCACCCAAAA生物への影響

AAAAACCCAAACAAA車両通行の影響生活・
自然
　　
　　
　　
　　
環境
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候補地の絞込み図（１０箇所）候補地の絞込み図（１０箇所）

建設候補地１０箇所一覧建設候補地１０箇所一覧

上田クリーンセンター周辺上田市24－2

清浄園隣接農地上田市24－1

川西地区泉池造成地及び隣接山林上田市21

東山地区マルチメディア情報センター隣接
山林

上田市⑯－2

東山地区自然運動公園隣接山林上田市⑯－1

砂原峠旧丸子町側山林上田市（旧丸子町）⑮－2

砂原峠砂原池隣接地山林上田市⑮－1

神の倉工業団地（２号区画の一部）上田市（旧丸子町）⑪－1

上川原工業団地用地及び周辺農地東御市⑨－1

豊殿産業団地用地上田市③

説明所属市町村候補地番号
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１０候補地からの絞り込み１０候補地からの絞り込み

• 候補地選定委員会による現地調査の実施及
び意見

• 候補地周辺の自治会及び区の役員等への
経過説明と意見収集

• 総合的評価からの絞り込み

今後の予定今後の予定

• 住民への経過説明及び意見収集
• 最終候補地の決定
• 提言書の策定
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これからのごみ処理これからのごみ処理
施設について施設について

上田地域広域連合

資源循環型施設対象地域資源循環型施設対象地域

• 構　成：２市１町１村
　　　　　　　　　　　（坂城町を除く）

• 面　積：９０５．３４ｋ㎡
• 世帯数：７４，１６０世帯
• 人　口：２０６，９９４人
　　　上田市：163，645人
　　　東御市： 31，271人
　　　青木村：　 4，774人
　　　長和町：　 7，304人
※世帯数、人口はＨ１７国勢調査速報値

上田市
青木村

東御市

長和町
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焼却施設の現状と計画焼却施設の現状と計画

◎現状の施設

• 上田クリーンセンター
　　　　　　　　２００t/日
• 丸子クリーンセンター
　　　　　　　　　４０t/日
• 東部クリーンセンター
　　　　　　　　　３０t/日

合計　　　　　２７０t/日

◎計画する施設

• 統合ごみ処理施設
　　　　　　　　　１５０t/日

施設の概要施設の概要
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上田地域広域連合の可燃ごみ量の推移上田地域広域連合の可燃ごみ量の推移

可燃ごみ焼却量の推移

0
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Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

年度

焼

却

量

（
ト

ン

）

上田

丸子

東部

広域全
体

基本コンセプト基本コンセプト

• 環境負荷の低減
　　　→環境に優しい施設

• 資源エネルギーの循環利用
　　　→資源循環社会に寄与する施設

• 埋立処分の最小化
　　　→焼却灰を資源化できる施設

• 適正な運転管理
　　　→経済性を考慮した施設
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環境に優しい施設環境に優しい施設

• 公害防止及び地球温暖化防止に寄与
する施設として、安定的・継続的な処理
を行うとともに、環境負荷の軽減を図り、
安全な施設の建設を行います。

資源循環型社会に寄与する施設資源循環型社会に寄与する施設

• 資源・エネルギーの回収として、発電や
余熱利用等のサーマルリサイクルと併
せて、金属回収等のマテリアルリサイク
ルを行います。
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焼却灰を資源化できる施設焼却灰を資源化できる施設

• 焼却灰の溶融処理を行い、スラグを資
源化することで埋立処分量の最小化を
図ります。

経済性を考慮した施設経済性を考慮した施設

• 効率的・効果的な施設整備として、プラ
ントの補修・点検等を徹底し、コンパクト
で投資効果が高い施設とします。また、
維持管理が容易で安価な施設を整備し
ます。
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上田地域広域連合が考える焼却炉の形式上田地域広域連合が考える焼却炉の形式

• 従来方式：ストーカー＋灰溶融

余熱利用の考え余熱利用の考え
• 施設規模（100～200ｔ/24ｈ）を前提とした有効利用例

規模（ｔ/24ｈ）

利用例 

有効利用例 留意点 

小規模な利用 

・福祉施設等の公共施設 

・保養施設 

・地区集会所・コミュニティーセ

ンター 

・浴湯 

・日常の給湯 

・お風呂 

・シャワー 

・室内暖房 

施設の規模から考えると利

用例を複数組み合わせるこ

とは不可能である。 

積極的な利用 

・温水プール 

・下水汚泥処理施設 

・園芸など 

・スポーツ関係施設 

・地域給湯、暖房 

・文化関係施設 

・温水利用 

・室内冷暖房 

・温風利用 

施設の規模から考えると利

用例を複数組み合わせるこ

とは不可能である。 

焼却施設から多量の蒸気を

回収するため、焼却施設の

排水は下水道又は河川への

放流を検討する必要があ

る。 

※積極的な余熱利用を検討する場合、施設排水のクローズドは不利な条件となるため、

一般的には下水道や河川への放流が前提条件とされている。 
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今後のスケジュール今後のスケジュール

• 施設整備は、「住民のみなさんと作り上げる」を
基本理念とし、情報公開と意見集約を徹底して
行います。

測
量
・
地
質　

基
本
設
計

環
境
影
響
評
価　

都
市
計
画
決
定

建
設
工
事　

施
設
稼
働　

ごみ処理施設の建設事例ごみ処理施設の建設事例

• 柏市第二清掃工場（柏市）
• 東部クリーンセンター（所沢市）
• 柳泉園クリーンポート　　　　　　　　　　　　　　　
　（清瀬市、東久留米市、西東京市）
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柏市第二清掃工場
（柏市）

• 焼却炉：２５０t/日
• 灰溶融炉：２３t/日
• 発電設備：２，５００ｋW
• 敷地面積：３７，６８０ｍ２

• 稼働年月：平成１７年４月
• その他（特徴等）：
環境学習施設、多目的広場、コミュニティ施設

屋上植栽、壁面緑化、排ガス対策

柏市第二清掃工場（柏市）
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柏市第二清掃工場（柏市）

東部クリーンセンター
（所沢市）

• ごみ処理施設：２３０t/日
• 灰溶融施設：６０t/日
• リサイクルプラザ：８８ｔ／５ｈ
• 敷地面積：５９，８００ｍ２
• 稼働年月：平成１５年４月
• その他（特徴等） ：
　屋上緑化、太陽光発電、風力発電、排ガス対
策
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東部クリーンセンター（所沢市）

屋上緑化

東部クリーンセンター（所沢市）
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柳泉園クリーンポート
（清瀬市、東久留米市、西東京市）

• ごみ焼却施設：３１５t/日
• 不燃・資源化施設：６５ｔ／５ｈ
• 粗大ごみ処理施設：５０ｔ／５ｈ
• 敷地面積：９５，３２７ｍ２
• 稼働年月：平成14年４月
• その他（特徴等）：
　プール施設、浴場施設、野球場、テニスコート

　周辺緑化、排ガス対策

柳泉園クリーンポート　　　　　　　　　　　　　　　　
（清瀬市、東久留米市、西東京市）

野球場
プール・浴場
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柳泉園クリーンポート　　　　　　　　　　　　　　　　
（清瀬市、東久留米市、西東京市）


